



















































②信頼性設計レベル II : 信頼性指標から破壊確率を求
める方法
③信頼性設計レベル I : 部分係数設計法
ここで， ①の手法は最も汎用性の高い設計法であり，
例えば図ー1 に示す荷重と抵抗のばらつきを考えた場合，






















































も の で あ る。こ の 方 法 は， 一 般 に 荷 重 抵 抗 係 数 法
(LRFD) として知られている。







線形な地盤を取り扱うため， このようなケ ー スが多いと
考えられ， 抵抗係数アプロ ー チの採用が望ましいと考え
られている。
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